
究全 く1995年1月,犬山.愛知).釈放要旨JR.

p.8.
16)柳原芳美 ･松林約明 ･松沢哲郎 (1994):ニ
ホンザルにおける飼育環境のエンリッチメン

ト:給餌方法とケージ環境の検討.節10回日
本霊長類学会大会 (1994年6月.東京).霊長
類研究,10:161.
17)柳原芳美 ･大沢秀行 (1994):ニホンザルに
おける劣位オスの交尾戦略.日本動物行動学

会第13回大会 (1994年12月,柏原,大阪).発
表要旨集:p.43.
18)柳原芳美 ･大沢秀行 ･清水慶子 ･後藤俊二
(1994):愛知県犬山市における野生化アライ
グマの生態:予報.日本晴乳類学会1994年度
大会 (1994年9月,府中,東京).講疏要旨典:
p.75.

行動神経研究部門

思考言語分野

松沢哲郎 ･藤田和生 ･友永雅己

研究概要

A)チンパンジーの認知 ･言語機能の比較認知科

学的研究

松沢哲郎 ･友永雅己･田中正之l)

佐藤 明l)･目上耕司‡)
チンパンジーとヒトを対象に､認知 ･言語機能

の比較研究をおこなった｡色名文字や数の体系と

その記憶､放飼場での社会的知能の研究などをお

こなった｡

B)野生チンパンジーの道具使用と文化的変異

松沢哲郎

西アフリカのギニア丁ポッソウとコートジボワー

ル･ニソバの野生チンパンジーを対象に､道具使

用に見られる認知発達を研究し､文化的伝播の実

体と機構について調査した｡

C)霊長類の錯視知覚に関する比較心理学的研究

藤田和生

アカゲザルとチンパンジーを対象に､ボンゾ結

祝の知覚の分析をおこない､ヒトやハトと比較し

た｡

D)スラウェシマカタの種の認知

藤田和生 ･渡辺邦夫り

インドネシア･スラウェシ島北部において､2

種のスラウェシマカタを対象に､近縁の坪の写穴

に対する視覚的な好みを調べた｡

E)チンパンジーにおけるヒトの顔の認知

友永雅己

チンパンジーに対し､ヒトのキメラ顔写真など

を用いた見本合わせ課題を訓練し､相貌認知にお

ける倒立効果や視野差などについて検討した｡

F)チンパンジーに■ぉけるプライミング効果の検

討

友永雅己

2試行が連続して出現する同時弁別課題におい

て､正刺激､正答位置のこ試行間での推移の確率

を操作することによって､系列プライミング効果

を検討した｡また､同種の単純弁別課題において､

正刺激と負刺激の空間的関係の変化を操作するこ

とによって負のプライミング効果と復帰抑制につ

いて検討を行い､負のプライミング効果を検出し

た｡

G)チンパンジーにおける初期知覚の比較知覚論

的研究

友永雅己

チンパンジーとヒトの初期知党の特性を比疲知

覚論的立場から検討することを目的として､テク

スチャ弁別の非対称性､見本合わせ課題を利用し

た錯誤結合の検討､そして､祖先探索およびテク

ス チ ャ 弁 別 課 題 を 用 い た 陰 影 による形の知覚など

を調べた｡チンパンジーでは､ヒトとは異なり､

縦方向の陰影よりも横方向の陰影がついた図形間

の弁別の方が容易であった｡

H)霊長類における社会的相互作用の実験的分析

目上耕司

昨年度に続き､飼育チンパンジー集団を対象に､

共同作業､競合一協同場面などにおける社会的相

互作用の実験的分析をおこなった｡

総 説

一和文-

1)藤田相生(1994):学習するチンパン･i;-.料
学技術ジャーナル,3(5):12-13.
2)藤田和生(1994):マカカ属の種間で見られる
同種への好み.遺伝,48(4):35-41.

1)大学院生 2)研修員

3)ニホンザル野外枕察施設助手
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3)藤田和生(1995):行動実験における感覚性強

化の利用について.文部省科学研究費械助金･

盃点領域研究 ｢認知･言語の成立｣論文集,

pp.179-187.
4)金沢創 (1995):認知科学は,本来的に比較
研究を必要としている -D.マ-の ｢計算
論｣の概念を用いて 一 重点領域研究報告

香 ｢認知･言語の成立｣,pp.1881194.
5)松沢哲郎 (1994):チンパンジーの教育と文
化.教育と情報,436:30-31.
6)松沢哲郎 (1994):ヒトとチンパンジーの認
知発達検査.久保田虫 (編)発達と脳のメカ

ニズム.ミネルヴァ書房,1-20.

7)松沢哲郎 (1994):チンパンジーの研究は何
の役に立つか.発達,57:104-111.
8)松沢哲郎 (1994):チンパンジーの変のかた
ち-ジェーン･グドール1994年.発達,
58:103-110.

9)松沢哲郎 (1994):チンパンジーの文化.発
達,59:105-109.

10)松沢哲郎 (1994):それぞれに｢知的｣な動
物たち.科学朝日,54(10):12-17.
ll)松沢哲郎 (1994)､:雲南のモンゴル族.発達,
60:104-110.

12)田中正之 (1995):ヒト以外の動物における
カテゴリー化研究の新しい試み.文部省科学

研究費補助金･重点領域研究 ｢認知･言語の

成立｣論文集,～pp.195-205.
13)友永雅己･田中正之 (1995):弁別と統合 -
チンパンジーの視覚認知の諸相 -.人類学

輯報,52;79-101.

論 文

一英文-

1)MatsuヱaWa,T.(1994):Fieldexperiments
onus㊤0fstonetoolsbychimpanzeesin

thewild.InWrangham,R.etal.(eds.),
Chimpanzee Cultures. Harvard Univ.
Press,351･370.

2)Tomonaga,M.(1994):How laboratory-

raisedJapanesemonkeys(MacqcafzLSCala)
p9rCeiverotatedphotographsofmonkeys:
Evidenceforaninversioneffectinface

perception.､Primates,35:155-165.
3)Tomonaga,M.(1995):Transferofodd-
itemsearchperformanceinachimpanzee(

Pantroglodytes).Percept.MotorSkills,
80:35-42.

4)Tomonaga,M.(1995):Visualsearchby

chimpanzees(p-):Assessment,ofcon･
trollingrelations.J.Exp.Anal.Behav.,
63:175-186.

5)Tonooka,R.& Matsuzawa,T.11995)

Handpreferencesofcaptivechimpanzees(

Pm tTVg的 tes)insimplereachingfor
rood.ht.J.Primato1.,16:17-35.
-和文-

1)木下昌也･田中正之･太田裕彦(1995):チン

パンジー(Pm trogbdytes)のT型指迷路課
題解決.人類学輯報,52:71-78.
2)外岡利佳子･井上徳子･松沢哲郎(1994):ポッ
ソウの野性チンパンジーによる水飲みのため

の葉の道具使用 :野外実験と菜の選択性.霊

長類研究.10:95-104.
3)柳原芳美･松林清明･松沢哲郎 (1994):ニホ
ンザルにおける飼育環境のエンリッチメント:

給餌方法とケージ環境の検討.霊長類研究,
10:95-104.

報告･その他

一英文-

1)Fujita,K.(1994):ReviewofK.R.Gibson&

T.hgold(Eds.),"Tools,languageandcog一
mitioninhuman evolution."Cambridge
UnivcrsityPress.(1993).Primates,35(4):
523-525.

-和文-

1)松沢哲郎 (1994)パミール高原学術調査概
要 :フンザの社会変容1973-1993.ヒマラヤ
学誌,5:3-15.
2)松沢哲郎･成瀬哲生･池上哲司･辻本雅史

(1994):少数民族の文化的アイデンティティー:
中国雲南省の蒙古族の調査から.ヒマラヤ学
誌.5:159-168.

3)一田中正之･松沢哲郎(1995):チンパンジーに
おける情報統合.文部省科学研究費補助金･

重点領域研究 ｢認知･言語の成立｣報告書(2),

pp.llL112.
4)友永雅己 (1995):チンパンジー1とことば.

なぜなぜクラブ,朝日小学生新聞3月31日号

(No.8642):p.3.

学会発表等

一美文-

1)Fujita,冗.(1994):Perceptionofageomet-
ricillusion'bychimpanzeesand rhesus
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macaques. XVth Congress of the

lnternational Primatological Society.
Abstract:71.

2)Fuiita,K.(1995):PerceptionofageOmet･

ricillusionsby plgeOnS,monkeys,and
apes.The18thInternationalSymposiumof

T8miguchiFoundation,DivisionofBrain
Sciences,-'Emotion.memoryandbehavior

-Studyofhumanandnonhumanprimates
-".Abstract:18-19.

3)KanaZaWa,S.(1994):Recognitionoffa･

cialexpressionsinhumansandaJapanese

monkey, 15th Congress of the

lnternationalPrimatologicalSociety,Kuta-

Bali,Indonesia,August1994

4)Matsuzawa.T.(1994):Chimpanzeeintelli-

gence in nature and in captivity:

Isomorphism ofsymbol-useandtool-use.

Paper presented at Wenner-Gren

Foundation Symposium No.118 "The

GreatApesRevisited",heldatCaboSam

Lucas,Mexico,Nov.12･19.

5)Tanaka,M.(1994):Recongnitionofinter-

obiectrelationshipsinchimpanzees.The

XVth International Congress- of

PrimatOlogy.Abstractspp.420.

-和文-

1)藤田相生 (1994):ニホンザルの図形知覚一

視覚探索を用いて-.第10回日本霊長類学会

大会 (1994年6月.上智大学).霊長類研究,
10:148.

2)藤田和生 (1994):霊長類におけるボンゾ錯

視の知覚(2):奥行き感と隙間の効果.第58

回日本心理学会大会 (1994年10月,日本大学).

発表論文集,p.578.

3)目上桝司 (1994):チソバ'/ジー放飼集EZ]の

飼育環境エンリッチメントの試み.第10回

日本霊長類学会大会 (1994年6月,上智大学).

霊長類研究,10:157.

●4)井上徳子･外岡利佳子･松沢哲郎 (1994):

チンパンジー幼児におけるヤシの種子割り行

動の発達.第10回日本笠長頬学会大会 (19

94年6月.上智大学).霊長類研究.10:157.

5)金沢別 (1994):ニホンザルによるヒトの衷情

の認知一感党性強化法を用いて-.第10【司日

本霊長類学会 (1994年6月,上智大学).霊長

研 究,10:162.

6)金沢別 (1994):サルはヒトの笑顔をどう見

ているのか?節58回日本心理学会 (1994年1

0月.日本大学).発表論文集.

7)松沢哲郎 (1994):シンボルの共有と伝達.

日本発達心理学会舛5回大会.

8)松沢哲郎 (1994):チンパンジーの認知発達

とコミュニケーション.日本手話学会第20
回大会.

9)松沢哲郎･田中正之 (1994):ヒトとチンパ

ンジーの指さしコミュニケーシロンの形成.

日本発達心理学会第5回大会.
10)松沢哲郎･山蛙言 (1994):コートジボワー

ル･ニソバ山地の野生チンパンジー:地上巣

の発見.第10回日本霊長頬学会大会 (1994

年6月,上智大学).霊長類研究,10:131.

ll)田中正之(1994):チンパンジーにおける物体

問関係を手がかりとする見本合わせ学習.罪

10回日本霊長黙学会大会 (1994年6月,上

智大学)｣霊長類研究 10:159.

12)田中正之(1994):チンパンジーにおける線画

のカテゴリー化様式.日本心理学会第58回

大会.発表論文集. pp.651.

13)田中正之(1995):チンパンジーによる親近性

に基づく分類.日本発達心理学会第6回大会.

発表論文集, pp.75.

14)友永雅己 (1994):ニホンザルにおける相貌

知覚 一 上下反転効果と既知性の効果 -.

日本霊長類学会第10回大会 (1994年6月,上

智大学).霊長類研究,10:161.

15)友永雅己 (1994):チンパンジーの ｢こころ｣

をさぐる.犬山市立図番館 ｢サル文坪｣1周
年記念講演 (1994年7月.犬山市).

16)友永雅己 (1994):チンパンジーにおける探

索非対称性(I)一 校合挽何図形を用いて -.

日本動物心理学会節54匝Ⅰ大会 (1994年8月,

北両道大学).動物心理学研究,44:53.

17)友永雅己 (1994):霊長類とヒトの知覚 ･認

知系の ｢比較｣.日本動物心理学会第54回大
会シンポジウム｢動物とヒトの行動の実験的

研究 :認知･言語を中心に｣(1994年8月,北

海道大学).

18)友永雅己 (1994):チンパンジーにおける探

-29-



索非対称性(Ⅱ):傾斜線分は垂直線分からポッ

プアウトするか? 日本心理学会第58回大会

(1994年10月,日本大学).発表論文集,

p.590.

19)外岡利佳子･山越言･松沢哲郎 (1994):ポッ

ソウの野生チンパンジーにおける石器使用の

野外実験 :コウラの実に似た木製ポールの提

示.第10回日本霊長類学会大会 (1994年6

月.上智大学).霊長頬研究,10:131.

20)柳原芳美･松林清明･松沢哲郎 (1994):ニ

ホンザルにおける飼育環境のエンリッチメン

ト:給餌方法とケージ環境の検討.第10回

日本霊長頬学会大会 (1994年6月,上智大学).

宣長頬研究,10:161.

認知学習分野

小嶋祥三 ･正高信男･中村克樹･南雲純治 一

研究概要

A)老齢ニホンザルの認知機能に関する研究

小嶋祥三･中村克樹

物体および位置弁別の連続逆革､複式物体弁別
を検討した｡物体連続弁別逆転と複式物体弁別で

.は､若年のサルに比較して､老齢ザルの成績が劣っ

ていたが､位置弁別の逆転課題では差はみられな

かった｡

B)チンパンジーの聴覚と音声に関する研究

小嶋祥三･揚妻直樹･岡本暁子

別の居室で夜を過ごす2群のチンパンジーを朝

放飼場で出会わせ､その時生じる音声を含む社会

的交渉を検討した｡個体の交換などの実験的操作

を行い､その効果を検討した｡

C)霊長類のコミュニケーションの比較行動学的

研究

正高信男

ヒトを含む様々な種の音声､視覚コミュニケー

ションの比較研究を行っている｡

D)サル大脳皮質における情報伝達様式の研究

中村克樹 ･薄口俊之l)

サル大脳皮質における電気情報の伝達様式を調

べる目的で､スライス標本に与えた電気刺激の伝

播を光学測定法を用いて測定した｡本年度は特に

マカクザル前頭連合野主構領域 (46野)に注目

して調べた｡刺激は主に皮質に垂直に伝播した｡

これは解剖学的に示唆されているコラム (柱状)

構造に対応すると考えられる｡

E)霊長類行動実験用システムの開発

南雲純治

NEC-98系およびIBM-PC/AT系バ

ソコン上で動作する入出力制御付き汎用割り込み

タイマの作成を行った｡

総 説

一和文-

1)正高信男 (1994) :サルは言糞をしゃべっ

ているか｡日経サイエンス､10月号 :18･23.

2)小嶋祥三 (1994) :何が音声言語を可能に

したのか｡日経サイエンス､10月号 :26-31.

3)小嶋祥三 (1994) :ヒトとチンパンジーの

音声発達｡発達と脳のメカニズム (久保田

競縮)､ミネルヴァ書房､pp.21-51.

論 文

一美文-

1)Masatakn,N.(1994):Lack'ofcorrelation

betweenbodysizeandfrequencyofvocali-

zationsinyoungfemaleJapanesemacaque

(Macaca fuscata). Folia PrimatO1.,
63:115-118.

2)Masataka, N. & Bloom,K. (1994):

Acousticpropertiesthatdetermineadults'

preferencesfor3-month-oldinfantvocali-

zations.InfantBehav.Dev.,17:461JI64.

報告･その他

一英文-

1)Kubota.冗.& Nakamura,K.(1994):

Visualmemory-relatedneuronalactivity

ofthemonkeytemporalpole. Extended
Abstracts Book of International

Symposium "Dynamics of Neural

Processing",(Washington, D.C., June,

1994).pp.152-159.

-和文-

1)中村克樹 (1994) :記憶とオッシレーショ

ン.実験医学 (増刊),12:152-159.

1)行動発現分野
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